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〔A〕業 務 の 部

1 一般業務概要

科学技術庁の委託事業である放射能測定調査は昨年度より始まったのであるが、本年度は測定種目が相当増加し、又

建設省の委託事業である河川水調査は米代川流域と決り、化学検査係りは特に業務量が増えて来たので、 4月 l日付で

男鹿保健所より技師秋山倫子が転入し来り、化学係りは4名に増員された。

又かねてからの懸案である衛生研究所の新築については愈々その計画が具体化され、数回に亘つて打合せが行われ

た。

近年衛生関係の統計業務は非常に重要視され当研究所に於ても特に高血圧調査研究に伴う統計が必要となつて来たの

で、秋田保健所より技師石塚儀ーが4月1日付で転入し来り、この業務を担当することになった。

其の他人事の面では 4月 1日の定期異動で、五十嵐美水補佐は公衆衛生課勤務となり、後任には県立中央病院より大

村金三郎が発令になった。

なお＇、永らく中央病院に入院加療を続けていた非常勤嘱託橋本与市氏には治療の効もなく 7月10日午前．1時40分病院

で永眠された。

I 現職員並に業務分担調

（昭和38年3月31日現在）

業 務 区 分 職
名 I氏 名 発 令 年 月 日

所 長 児 玉 栄一郎 昭和 29. 6. 25 

男（兼鹿保健所務長） 児 島 郎
＂ 

35. 5. IO 

所長補佐 大 村 金三郎
＂ 

37. 4. I 

庶 務 主 事 土 岐 正 哉
＂ 

31• l l・ 13 

収入、物品分任出納員
＂ 

朝 倉
． 雄

＂ 
35・ 4. I 

細 菌 検 査 技 師 藤 沢 -、示= 
＂ 

21. 11. 27 

化 学 検 査 ＂ 
斎 藤 ミ キ

＂ 
21. 2. 28 

統 計
＂ 

石 塚 鍛 ~ 

＂ 
37. 4. 1 

細 菌 検 査 ＂ 
佐々木千代治

＂ 
27, 8. 12 

＂ ＂ 
庄 司 キ ク・

’’ 
19. 10. I 

化 学 検 査 ＂ 
宍 戸 勇

＂ 
32. ・4. 10 

細．菌 検 査 ＂ 
茂 木 武 雄

＂ 
23, 5.. 20 

化 学 検 査 ＂ 
阿 部 輝 雄 " 33. 4. I 

細 菌 ・検 査 ＂ 
坂 本 昭 男

＂ 
21. 10. I 

•ヘ． 
＂ ＂ 

高 山 和 子
＂ 

25. 7. 10 

化 子ん 検 査 ＂ 
秋 山 倫 子

＂ 
37, 4. 1 

培・ 地 製 作 作 業 手 山 田 運治郎
＂ 

36. 11. I 

動 物 飼 育 臨時職員 伊 藤 秋 悦
＂ 

36. 8. 28 
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I 衛生研究所関係規則、使用料手数料

秋田県の衛生関係施設の使用料並びに手数料徴収条例 (2)結核、ジフテリア、脳脊随膜炎等の菌

施行規則は昭和30年3月26日公布、同年4月 1日施行後 1件につき 160円

数次の改正を経て現在に到つているが、ここに掲げた別 (3)食中毒の菌 1件につき 160円

表料金表は昭和38年4月1日に一部改正されたものであ (4)結核菌の抗生物質耐性検査 1件につき 200円

る。 8. その他の細菌学的検査料

別 表 (1)水および氷および氷雪検査 1件につき 160円

県の衛生関係施設の使用料および手数料料金表（一部 (2)飲食品の一般細菌検査 1件につき 70円

略） (3)飲食品の大腸菌群検査（定性） 1件につき 100円

5.血清学的検査料 (4)殺菌効力検査 1件につき 1,200円

(1)ウイダール氏反応検査 1件につき 50円 9. 臨床病理検査料

集団の場合は 1人1件につき 30円 (1)尿化学検査

(2)ワイルフエリックス反応検査 1件につき 50円 比重および反応、ビリルビン定性、ウロビリソ定

集団の湯合は 1人］件につき 30円 性、ウロビリノーゲン定性等 1件につき 10円

(3)フライ氏反応検査 1件につき 50円 ジアスクーゼ定蓋 1件につき 40円

(4)梅毒血清反応検査 イソジカソ、アセトン、胆汁成分、ボルフィリソ

ワッセルマソ反応（沈降反応併用） 等 1件につき 10円

1件につき 120円 蛋自定性 1件につき 10円

集団の湯合は 1人1件につき 70円 糖定性 1件につき 20円

沈降反応 (2種併用） 1件につき 45円 蛋白定批 1件につき 20円

集団の場合は 1人］件につき 35円 糖定量 1件につき 40円

(5)補体結合反応検査 (2)血液検査

（発疹チフス、日本脳炎、イソフルエソザ等） 血液理化学的検査 1件につき 140円

1件につき 110円 血色素測定 1件につき 30円

(6)赤血球凝集反応検査 1件につき 140円 血液型検査 1件につき 45円

(7)寒冷凝集反応検査 1件につき 70円 血球計算 1件につき 55円

6.顕微鏡検査料 血液像検査 1件につき 55円

(1)かく痰検査 1件につき 45円 血糖測定 1件につき 100円

(2)その他の細菌学的検査 1件につき 25円 血中微生物検査 1件につき 55円

(3)寄生虫卵検査 (3)糞便潜血反応検査 1件につき 30円

直接法 1件につき 20円 (4)脳脊髄液検査 l件につき 60円

集団の湯合は 1人］件につき 10円 (5)胃液、十二指腸液検査 1件につき 55円

集卵法 1件につき 45円 (6)腎臓機能検査 1件につき 110円

厚層塗沫法 1件につき 25円 (7)組織顕微鏡検査 1件につき 160円

(4)マラリア回帰熱等の原虫検査 l件につき 30円 ただし臨床病理検査のうち、保健所において高

(5)螢光顕微鏡検査 1件につき 50円 血圧症予防に関して行う検査については当該料

(6)尿沈渚 金の半額とする。円未満は、切り捨てるものと

無染色検査 1件につき 30円 する。

染色検査 1件につき 30円 10. 食品、添加物等試験検査料

7. 細菌学的培養検査料 (1)定性分析（無機物） 1成分につき 300円

(1)チフス、パラチフス、赤痢等の菌
（有機物） 1成分につき 1,000円

1件につき 160円 (2)定贔分析（魯闘喜｝
I 袋分につき 400円
1 分につき 1,200円

集団の場合は 1人i件につき 80円 (3)食品の栄養学的成分試験 1件につき ]. 500円
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(4)乳汁類の脂肪比重測定 1件につき 300円・ (2)ラジウムおよび放射能分析 '1件につき 3,000円

(5)酒精飲料試験 13. 医薬品および衛生材料試験料

メチルアルコール含有測定・ 1件につき 500円 (1)定性分析 l成分につき 300円

比重アルコール含有測定 1件につき 400円 (2)定量分析 1成分につき 400円

(6)その他食品の比重測定 1件につき 300円 (3)局方適否試験 1件につき 1,000円

(7)食品の成分規格の化学的検査 (4)薬品鑑定 1件につき 1,500円

乳及び乳製品 1件につき 900円 14. 農工業用薬品試験料

氷雪 1件につき 350円 (1)定性分析 1成分につき 200円

器具、容器及び包装 1件につき 600円 (2)定量分折 l成分につき 300円

脂肪乳及びその製品 1件につ．き 300円 l5．化粧品試験料

清涼飲料水 1件につき 1,300円 (1)定性分祈 l成分につき 300円

添加物 1件につき 1,000円 (2)定量分析 1成分につき 400円

食品中の着色料 1件につき 450円 (3)有害金属の有無試験 1件につき 500円

ビクミソ類 1件につき 1,000円 16. 動物試験料

ll．水質化学試験料 実験用動物を使用して行う試験、実費を基準と

(1)定性分析 l成分につき 100円 してそのつど所長が定める。

(2)定量分析 1成分につき 200円 17. 18 省 略

(3)飲料水適否試験 1件につき 400円 19．文書料

集団の場合は 1件につき 300円 (1)診断書、証明書類 1通につき 50円

(4)水道水の試験検査 ただし2通以上は、 1通を増すごとに30円と

定期試験 1件につき 350円 する。

精密試験 1件につき 3,000円 (2)検査成績書謄本 l通につき 50円

12.温泉分析料 ただし 2通以上は、 1通を増すごとに30円と

(1)定量分析（中分析） 1件につき 9,000円 する。
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N 昭和37年度予算、決算額調

歳

科 内

歳

―

ー目 訳 1 予

使用料及手数料

雑収入

合

入

目 l決算額 科
円

580,950 

4,500 

計 585,4501 

県職員費

伝染病予防費

衛生検査費

衛生研究所費

薬事諸費

水質保全費

．
 

報

吏

給

職

酬

給

料

当
手

員

員

保健所費
I 

旅 費

印刷製本費

費

費

費

費

費

金

費

費

費

費

料

費

費

費

金

費

費

費

費

費

費

料

料

料

費

費

費

費

費

費

費

料

品

料

品

本

水

搬

料

品

本

水

搬

損

料

料

品

搬

損

品

製

運

繕

品

料

料

製

運

数

及

繕

品

運

及

耗

材

耗

刷

熱

信

材

耗

刷

熱

信

料

材

材

耗

信

料

旅

消

備

原

旅

賃

消

印

光

通

修

備

原

旅

賃

消

燃

食

印

光

通

手

借

修

備

原

旅

原

旅

消

通

借

出

算 額 I
百

10,527,848 

60,000 

6,636, 9241 11 

286,8001 II 

3, 544, 1241 II ! 

296, 3001 II 

293,6001 II 

2,7001 II 

147,5601 II 

19, 4601 11 

80,4001 II 

12,0001 " 

35,7001 II 

1, 163, 3401 II 

112,COOI 11 

170, 5001 • 11 

402,2201 II 

30,0001 II 

16,0001 II 

27,2001 11 

55, 5001 11 

87, 5001 II 

262,4201 II 

1, 201, 6691 11 

77, 0001 II 

8,0501 II 

239, 4001 11 

116, 0001 I! 

7, 5741 11 

103, 7201 II 

493, 5491 11 

43, 2011 II 

6,5241 II 

32,0711 11 

13, 5801 II 

36,0001 II 

25;0001 11 

20,9101 II 

5,9101 11 

15,0001 II 

32, 7401 II 

4,2001 II 

22, 5401 II 

3,0001 II 

3,0001 II 

[3,390,367 

決算額

ゴ
予算額と同額

＂ 

13,390,367 
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V 業 務 内 容

(1) 庶務係業務内容

］． 職印、その他の公印の管守に関すること

2. 文書の収受及び発送手続並に保管に関すること

3. 物品の購入及び修繕等の手続に関すること

4. 手数料の取扱整理に関すること

5. 諸統計の調査報告に関すること

6． 研究所の運営企画及び重要業務の連絡調整に関す

ること

7. その他細菌、化学の各係に属しない事項

概要

庶務係は現在・所長補佐を除いて 2名により一応の体制

を整えたのであるが、未だ整備の段階にある。

業務内容は文書事務、物品購入の請求手続及び受領、

庁内外との連絡、その他いわゆる一般的庶務事項を担当

しているのであるが、 その他検体等の受付業務、 各部

課、各保健所、各医療機関との連絡、統計調査などを併

せ担当している。庶務的な全ての業務が本庁の各部課、

室によらなければ進捗をみることが出来ない現状にあ

り、加えて発展途上にある研究所の現状に鑑み、また研

究所の合理的且つ能率的な運営を期するためにも庶務係

の完全なる体制確立を望んでいる。

(2) 細菌検査（科）の業務並びに業績

細菌検査は一般診療機関よりの依頼を主とし、また行

政上必要な各種試験並びに調査、事業所や学校等からの

依頼や、また保健所からの再試験とか、精密検査、それ

に個人からの依頼などによる検査である。検査件数は近

年非常に多いとは言えないが、医学の進歩とともに高度

の技術を要する特殊試験検査、特にウイルス、リケッチ

アの検査・（現在の衛生研究所は狭く、危険な微生物を取

扱うことは設備の面のみならず、従事者の健康保持の面

からも困難である）を行うためには物的な面、質的な面

からも、また人的面からも不満足なことが多い。しかし

職員一同は研鑽につとめ、天与の業務を通じて県民のた

めのみならず、人類の健康増進に寄与することを目的と

している。

細菌検査（科）の業務は現在次R通りである。

凶細菌検査係

1． 赤痢菌、チフス茜等法定伝染病病原菌の検査に関

すること

2. ウイダール反応、ワイル、フエリックス反応検査

に関すること

3. 淋菌の検査に関すること

4. 赤痢菌の菌型分類並びに薬剤耐性細菌に関する

こと

5. 腸内細菌に関すること

6. 発疹チフス、日本脂炎、イソフルエンザ等の補体

結合反応検査に関すること

7. 寄生虫、原虫の検査に関すること

8. 嗜好品としての氷、氷菓子、冷蔵用の氷＇、雪等の

細菌検査に関すること

9. 牛乳、乳製品等の細菌検査に関すること

10. 一般食品（病原性大腸菌、病原性好塩菌、

その他中毒原因菌など）の細菌検査に関すること

11． 消毒剤、殺虫剤、殺菌灯等の効力試験に関する

こと

12. その他細菌検査並びに培地補給に関すること

(B) 梅毒血清反応係

1． ワッセルマソ反応検査に関すること

2. 梅毒沈降反応検査に関すること

3． 寒冷凝集反応検査に関すること

(C) 結核菌検査係

1. 結核菌の塗抹染色鏡検並びに培養検査に関するこ

と

2. 結核菌の薬剤耐性検査に関すること

3. 結核菌以外の抗酸性菌の生物学的検査に関する

こと

4. 類菌の検査に関すること

(D) 培地製作並びに試験動物飼育係

1. 各種細菌検査に要する培地の製作に関すること

2. 実験用動物の飼育管理に関すること

(E) その他

1． 食中毒菌を細菌並びにウイルスの面から共同検査

のこと

2. 下痢の病原菌を同上の角度から観察並びに共同試

験検査すること

3・ クロストリジウム属の調査研究に関すること



業 務実績

a. 細菌検査の実績

昭和37年度（ 1月から12月まで）分は次の表に示すとおりである。

第 1 表 細菌検査実績表
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（昭和37年1月～12月）

：霞：□|I I n 皿 IV V " Vil• I 珊 1双 IX XI I X[ | ；；t Iり腎
ウ イタ・ール反応 (4含I I I c1)I 2I c1)I c1sl c1~I c1sl (5~1 cJ 11 c1塁;1 
ワイ Iレ・フエリソクス反応I I I I I I o)I I I I I I I c,) I 
赤 痢 菌 3[ 31 31 21 c1)i 21 d翫でぢI171 31 61 61芝悶 I2. 77 

チフス、パラチフス菌 I61 I I. 31 31 51 11 11 11 41 4i 21 30 I 
ジフテリア茜 I I I 2I I I I I I I乏翌I3931 I見辱I
淋菌I I I I I I I I I I 1! I I I I 
飲食品I I I I I I I 21 I 521 21 I I 56 I 
赤痢菌々型 I I I.. I c2)! cdl I c2~l (6): I I cJ I c1謬I
菌株同定 I I I I c2) cisl c15[ I I I I r 4) I ・ 
動物実験 I I I I I 21 I 11 I I I I 31 
その他I I I I I I I I cdl I (3)1 cdl I (5~ I 

I 15 I 3 5 I ， I 12 I 16 I 1 SL 23 )I 71 I 954 | 412 I ， I 1762 I 計 (4) (3) (2) (4) rs (15 (1) (11) (7) (52) 
寄生 虫I I I 11 I I I I I I I I I, I 
註 1)各項目欄中上位の数字は検査件数、括弧内は陽性件数を示す。

2)菌株同定欄中の 4件は、緑膿菌 2件、チフス菌 1件、ニソテリテイデス菌（サルモネラ） 1件の小計を示

す。

3)動物実験欄中の 3件は、緑膿菌2件、ニンテリテイデス菌（サルモネラ） 1件の小計を示す。

4)その他の欄中の 7件は、喀痰 4件、血液 l件、背髄液 1件、尿 1件の細菌培養小計を示す。

b. 衛生研究所ならびに県内各保健所において分離し

た赤痢菌の菌型および薬剤耐性。

このことについては業績の分に述べた。

（以上茂木技師記）

c. 氷菓子の細菌検査

昭和37年9月22日市内氷菓製造店舗より収去した氷菓

子について細菌検査を行ったところ第 2表に示すような

成績を得た。

（以上茂木技師記）
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第 2 表 氷菓子の細菌検査成績表 （その 1)

番号 商 品 名
I 
製造店舗 一般細菌数ー1.間Om培£養中） I 大腸菌群の有無

(37°C48時 1.om ¢中

I チョコレートステックアイスクリーム M 店 14,000個 ＋ 

2 ア イ スマ ソ ジ ユ ゥ w 
＂ 

210,000 

3 ペアアイ ス ク リ ーム s 
＂ 

38,000 

4 アイスクリ ム モ ナ カ
＂ ＂ 

20,000 

5 ア ン／ フ リ ズ
＂ ＂ 

12,000 

6 ア イ ス ク リ'- ム
＂ ＂ 

110,000 

7 
＂ 

w 
＂ 

140,000 

8 
＂ 

T 
＂ 

16,000 

， チ ヨ コ レ 卜 s 
＂ 

51,000 

10 モ ナ 力 ,.、． ィ w 
＂ 

41,000 

II チョコアイ ス ク リ ム I 
＂ 

150,000 

12 ア イ ス ク リ ム K 
＂ 

800 

13 
＂ 

N 
＂ 

96,000 

14 
＂ 

Me 
＂ 

28,000 

15 ア イ ス ‘‘ ． イ ン／

＂ ＂ 
150 

16 ノミ イ ン‘•

＂ ＂ 
12,000 

17 アイ ス ク リ ム(lo円） II 

＂ 
15,000 ＋ 

18 ア イ ス ク リ ーム (20円） K 
＂ 

120,000 

19 力 ス 夕 ド Me 
＂ 

2,400 

20 ア イ ス ク リ ム(lo円） K 
＂ 

120,000 

21 ，，ミ ナ ナ H 
＂ 

9,600 

22 チ ヨ コ .,ミ Me 
＂ 

4,300 

23 , ノミ ナ ナ

＂ ＂ 
400 

24 バ チ ョ コ
＂ ＂ 

450 

25 ノ‘ ミ Jレ ク
＂ ＂ 

300 

26 ア ペ ツ ク K 
＂ 

86,000 ＋ 

註 1. 氷菓子は凡て収去したものである。

2. 検査年月日—昭和37年 9 月 22 日

以上の成績を総括したものが第 3表に示すとおりである。

その他26検体中大腸菌群陽性なものが 3件あって11.5%にあたる。



第 3表 氷菓子の細菌検査成績表

（その 2ー総括）

検査材料l.om¢忠の一翡塁数
(37 48時｀）

件 数

100個以下

゜
件

101個～ 1,000個 5 
＂ 

1,001個～ 10,000個 3 ＂ 
10,001個～ 100,000個 12 

＂ 
l00,00l個～ 200,000個 5 

＂ 
200,000個以上

＂ 
計 26 件

（以上茂木技師記）
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d. 梅壽血清反応実施成績

昭和37年 (I月～12月）実施したワッセルマソ反応な

らびに沈降反応の件数ならびに陽性件数は第 4表に示す

とおりで、陽性率はそれぞれ 12.I％および2.0厖であっ

た。

第 4 表 梅毒血清反応実施成績 （昭和37年 1月ー12月）

予 I I I , |lV V I n |珊 IVIH I]X XI・ XI I XI[ I 計 陽性率

I I I 1- I I I I I I I % 

I 356 2 闘257 266 283 287 247 I 270 | 395 2 悶228 I 284 I 3, 認
ワッセルマソ反応 (38) (2 (35) (41) (35) (42) (23) (34)1 (44) (3 (23) (31) (4 12・ 1 

沈 降 反応 孔s! I I I I I I I 謬常 2.0

註： （ ）内の数字は陽性数。

（以上庄司技師記）

e. 結核菌検査の実績

H) 昭和37年 (1月～12月）実施した結核菌の検査は

塗抹染色検鏡、培養、ならびに抗結核薬剤に対する耐性

試験で、実績は第5表、第 6表、第7表に示したとおり

である。

第 5 表 昭和37年品囁喀痰内結核菌塗抹染色成績

:|I  I I 1 眉 IVV VI VII VID|lX| x IXI XII 計

件 数―|- I - 2 - I 1 2 - I 4- 31  4 1 16 

腸性数（率） l―| - | -(5ふ．o)I -I -1(5ふ． 0）i - I- - |(331 3)| -| 3 
(17.6~ 
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（第 6 表） 昭和37年似翡喀痰内 結核菌培養成績

~l1ln J 111lwlv J可 I VI[ I VlI[ I双 1 :x.紅IX[計

培 養総件数 I351 351 421 281 341 371 41 I 281 341 291 351 291 407 

陽性件数 I41 5 I 61 61 9 I 14 I 10 I 2 I 61 5 I 71 4 
78 

陽性率%j 11.4/ 14.3114.3l 21.4l 26.51 ・37.sl 24.4/ 1.1117.6117.2120.0/ 13.a 19. 2 

第 7 表 昭和37年塁請結核菌耐性試験成績

ー
対照 感 耐 性

I r I 10 r I lOO r 

（冊） C-!tt） I (廿）（＋） （ー） 性
A I B I A I I A I B B 

4 I 

310 1 

， I I 
ス 卜 マイ 76 19 ， 12 32 

3 I 3 4 | 
2 6 8 5 

／ミ ス 78 19 10 4 12 33 ！ 3 4 

ヒ ドラジト 87 28 ， 4 12 34 30 7 51 3 4 4 

サ イアジソ 17 ， 4 1 

］ 
2 I 2 I 1 2 3 3 

カ ナマイシン 11 3 5 2 
I 

2 ！ 4 3 

:I | 
1) 

ピラジナマイド 8 3 3 I I I 5 

サイクルセリソ 4 2 I I 2 I 

そ の 他 ， 4 5 
| 

2 2 
| 

151 計 290 87 41 16 38 108 74 22 11 18 21 21 

％ 30. o 1 4. I 5.5 13. I 37,2 25.5 7. 6 I 5. 2 3,8 6.2 7.2 7.2 
| I 

註 1. Aは対照とほぽ同程度のもの、 Bは対照を 100とした湯合、その75鈴程度に至らないもの。

2. 成績は培養期間 4~5週日をもつて判定した。 （口） 結核菌培地（培養用および耐性検査用）補給業績

3, P Z A、CSの耐性は SM、PASと同様の培 昭和37年（］月～12月）、主として保健所に対して供

地を使用した（暫定的）。 給したもので、実績は第 8表に示すとおりである。

第 8 表 昭和37年見囁結核菌耐性試験培地交付実績表

こ I l I圃 IVV VI VI[I VIII 仄 x1 :xrX[ I計

s M I 161 21 271 51 -I 91 211 151 211 14! 1 -I 14¥ | 144 

p A s I 161 21 271 51 -I 91 211 151 211 141 -I 141 144 

I N H I0 2 25 5 1 - 5121 10 21 2 -I —I 101 

計 421 ・61 791 I~ 二 231 631 401 631 301 -I 281 389 

（以上佐々木技師記）



：f. 飲料水、河川水の化学検査に伴う

” 一般細菌並びに大腸菌検査成績

昭和37年 1月より 12月まで、各種飲料水、河川水につ

-10-

いて一般細菌数ならびに大腸菌の有無を検査した成績は

第 9表と第10表に示すとおりである。

第 9 表 水の細菌（一般細菌数及び大腸菌）検査成績

（昭和37年 1月ー12月）

月 別.l I 2 I 3 I 
数・ 8 10| 8 

4 l 5 

7 l 7 

6 7 | 8 1, 
22 I 10 I 6 I 66 

1。I11 

6 I 2 

12 

16 

計

1 168 

第 10 表 各種水の一般細菌数並びに大腸菌

（昭和37年 1月～12月）

； 大 腸 菌 一般細菌数（生菌数）
件 数

I 陽 性 数 1 0 0ヶ以下 l O 0ヶ以上

河 JII 水 4 ヽ 2 

伏 流 水 4 3 3 1 

流 水 7 4 4 2 

湧 水 27 5 21 2 

井 戸 水 49 21 36 5 

地 下 水 25 6 14 4'. 

濾 過 水 40 7 19 1 

市水道水 12 2 

計 168 46 101 15 

（以上高山技師記）

g. インフルエンザ赤血球凝集抑制試験成績

昭和37年 1月～12月に行ったインフルエソザ赤血球凝集抑制試験は第11表に示すとおりで15件である。

第 11 表 イソフルエンザ赤血球凝集抑制試験成績

（昭和37年 1月～12月）

検 査 発病 採血月日 成 績
年令

急性期 I回復期 抗 元 1急 性 期 1回復期
判 定 備 考

番 号 月 日

I 10 I 37. I 37. I 37. I― --A AB ------2 ------(((---5-55--22-7-・-) ) ) • --I•一ー一塁Xニ――ー：言12魯8 X X ---2,—20• ~`5406 ・8~疇．．~ イソフルニンザ I 比 8 
2. 26 2. 21 3. 13 - __ x _____ T蕊ふ型

I 
＂ I ＂ I ＂ ------AA B --・---2 --・---((·(-·555“-••-227ー·)• ) ) .-.-. |― -X ---------6--4 --¥: -X 64 I イソフルエソザ

2 112. 21 2. 27 3. 13 玄X 可12涵8 交X -4--,--0i9る66―•A2 型 比 32

3 11 I ＂ ＂ ＂ .-. --A AB ---2 ----(((---5-55ー-227ー-・ ) ) ) -----I ---X X --------21-25--8 6 ---・-・---X -X X ----2,-2-02—-• 554-—-·6 6 8 • ----• • 判 :1 2. 26 2. 27 3. 13-X  --2,-04;-;;8 -不
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4 1 12 1'’2. 25 |'’2. 27 1'’3. 13|{};§ミ:}| -:二□好5-| : x ～ー蛉引： ： I 
5 I 11 ＂ I 11・ I ＂ |：：応B 賃(52｝) ： ・・X X ・・・・・・・<・2・・51-6 6 ---I ・" X X --4--,<-0--91--6 6 --• I イソフルエソザI 比 16 

2. 26 2. 27 3. 13. ＿丈―一之藷及―---―乏i-6―・ふ型

6 11 ＂ ＂ I ＂ I・：ぶB＿――-g(5g2) ------X X --------1-23--2 8 --・ ・--X X -----1--,-0-6-2-4 4 ---I イソフルエソザI 比 8 
2. 25 2. 27 3. 13 •••文•------i蕊灰―-―i.26●ーふ型

I ： I ＂ ＂ I ＂ |~:なB:.g(5g 2) I --X ------1--2-8 -・-I□ー：X．―-：r,-ーも1喜28~: I インフルエソザI 7 12 2. 25 2, 27 3. 13 灰X―----―i1涵28 ふ型 比 32

I I I |ーーぷB：｛(塁52) I X < 16 I X < 16 I I II II II ----------------------------＿＿―-インフルニソザ 比
8 122  25 2. 27 3. 1 3 - X  -̀-<-1-6 ・ -x ---25-6 -A 型 16> 

• X 1,024 X 1,024 2 

9 1 1.  X8, 192> 32> I. I ＂ I ＂ ＂ ------AA B ------2 ------(((-• 5・55---2-72--) ) ) ・----I一＿嚢Xーロニ一塁128 ---X --------1-2--8 --インフルエソザ 比
2. 26 2. 27 3. 13 灰-----―i-2§ ふ型

I ＂ ＂ I ＂ ---A • --2 ------(((555・・--272--・) ) ) ・.ー.・|・一塁Xーロ：―-i1一塁28—— |―嚢X：I;~喜128 イソフルニンザI I0 12 2. 25 2. 27 3. 13 --BAー ーふ型 比 8

11 113 I'~- 271,, ＂ 3. j: なB 嵩C5 2 ) ：X <ょ1：6 I : ~~x 心:1: 6 • I 判不
定能

12 I 14 I'~- 261 " ＂ Aが―｛-(5認2)―:-|:ー：X一塁12i-81-―X i--言128i-1判不
:1  

13 I 13 I'~. 281 II I " :2窪腎I三『迂I三］紐1: :1  

14 1 31 1'’3・ 1 ＂ I " I・：ぷB --~(!5i2~) ::J I ·--~X —ー：くは16 I —ー：X--言く1t6i: :1  

15 ? |'’3. ？ 
| 

？ |ーーぷB塁(52｝) I --X X -------<--1-21-6 -8 --Iーー：X：ー：：言ー一覧16 イソフルエソザI 比 4 
灰―------―iis― ふ型の疑

註比8以上 A2型 8件

比4 A2型の疑 1件

比2以下判定不能のもの 6件

h. 日本脳炎補体結合反応検査成績

昭和37年 1月～12月に行った日本脳炎補体結合反応は僅か 6件に過ぎなかったが、その成績は第12表に示した。

第 12 表 日本脳炎補体結合反応検査成績 （昭和37年 1月～12月）

検 体 息 者 発 病 採 血 成 績

番‘ 号 年 ム"T1 月 日 月 日 (-) I 
備 考

（＋） 

1 42 37. 8. 11 37. 8. 13 

2 42 
＂ 

a. 11 
＂ 

8. 25 

3 31 
＂ 

a. 23 
＂ 

8. 25 

4 2.4 
＂ 

9. 15 
＂ 

9. 19 

4/ 2.4 
＂ 

9. 15 
＂ 

9. 29 1 : 32 ワ氏反応 （ー）

5 7 
＂ 

9. 18 
＂ 

9. 22 

5' 7 
＂ 

9. 18 
＂ 

10. 1 l : 16 ワ氏反応 (-) 

6 4 
＂ 

9. 20 
＂ 

9. 22 ， 凸23日
息死亡

'. 



i. 急性灰白髄炎補体結合反応

昭和37年 1月～12月に行った急性灰白髄炎の補体結合

反応試験は合計 9件のみであったが、その成績を第13表
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にまとめた。急性期と回復期との同一患者の血清につい

て行い得たものは 4件のみで、他は急性期のみ、または

回復期のみの血清であった。

第 13 表 急性 灰白髄炎補体結合反応 成績 （昭和37年 1月～12月）

検

番
査

号 年
発

月令
病

日
採

月

血 成

日 I
型 I" 型 1,績型 1備 I

考

I, 

2

3

4

5

 

5/  

6
 

4

8

9

9

9

0

4

2

 

l

l

l

l

l

.

2

1

 

.

.

.

.

.

.

.

.

 

0

0

 

0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 

l

l

l

l

l

l

l

l

 

7
'
,
"
,
"
"
"
 

3

,

'

,

 

4

4

6

6

1

 

2

2

1

 

2

9

?

?

?

o

o

o

 

l

l

l

 

7

,

'

,

'

,

'

 

3
"
,
'
,
'
,
'
 

(-) 

(-) 

(-) 

(-) 

6' 

7
 
7 / 

8

9

 

1
7
1
7
?
?
?
4
3
4
3
2
0
2
0
?
?
?
?
 

(-.) 

(-) 

(-) 

（ー）

（ー）

(-) 

（ー）

（ー）

(-) 

←)  

" 10. 11 I " 10. 24 I (-) I (-) 

" 9. 23 I " 10. 16 I (-) I (-) 

" 9. 23 I " 10. 24 I (-) I (-) 

" ? I,, 10. 24 I (-) I (-) 

" ? / 11 10. 24 / X80 (+) I X80 (+)., 

定
能

判
不

＂ 
＂ 
＂ 
＂ 

99 

,, 

＂ 
＂ 
＂ 
＂ 
＂ 

急性期

回復期

急性期

急性期

急性期

血清の抗補体
作用あり

回復期

急性期

回復期

急性期

回復期

急性期

回復期

（以上坂本技師記）

j. 脱脂粉乳の細菌学的検査

昭和37年 1月～12月、学校給食用脱脂粉乳について細

菌学的検査を行ったものは 2件であったが、その成績は

次に示すとおりである。

依頼者 A小学校、 B小学校

検 体 給食用脱脂粉乳

実施期日 昭和37年7月、 9月

成績

検 体 生菌数 かび 大腸菌群

A 2,3000 (-) (-) 

B 1,4000 （＋） (-) 

（以上坂本技師記）

(3) 化学検査（科）の業務並びに実績

化学検査（科）の業務は秋田県の衛生行政に添うあら

ゆる面の化学的試験及び調査研究を行い、且つ各保健所

における化学試験技術者の指導並に協力を致すものであ

る。医学の向上とともにますます試験業務が拡張され、

技術者の充実をはかるとともに試験法の高度化に探う必

要に迫られている。また秋田県は脳卒中死亡が全国で最

高であるが、これには疫学的にその原因を追求すること

が大切である。これらの因子分析には化学試験の重要な

ことは明かであるが、全力をその面に傾け得ないことが

遺憾である。

現在化学試験に従事している者は 4名だけであり、各

技術者は担当過重な負担に堪えつつも県民生活の向上と

福祉を希つている次第である。

業務内容を列記すれば次のとおりである。

凶水質検査

水道法第13条、第20条に基づく水質試験並びに食品

衛生法施行規則第IO条に基づく営業用水、

秋田県小規模水道条令（昭和35年 3月30日）第 3

条、第12条にもとづく水質検査

その他一般依頼の水質検査



- 1 3 -. 

(B)温泉分析

温泉法施行規則第4条第 5項に基づき依頼された混

泉の分析、及びラジゥ公の測定

(C) 医薬品検査

厚生省の指示により薬事監視員の一斉取締により収

去してきた医務薬事課依頼による薬品検査

薬事監視員により不良品の疑をもつて収去された薬

品の検査

覚醒剤、麻薬等の鑑定

其他一般依頼による医薬、農薬、工業薬品、化粧品

等検査

(D)食品検査

厚生省の指示により食品監視員の一斉取締により収

去された食品の検査

食品監視員により不良の疑を以て収去された食品の

検査

食品衛生法に基づき検査を受けなければならない氷

雪、人工着色料、甘味料等の製品適否試験

一般依頼による栄養化学的分析

其の他一般依頼による特殊成分検査

(E) 放射能検査

海水、雨水、水道水、河川水、その他動植物に附着

乃至取り込まれた放射性物質の放射能検査

伯） 井戸水検査

(G) 浄化そうの排水検査

昭和29年4月22日清掃法、昭和29年6月30日清掃法

施行規則が公布せられ、これに基づく放流水の水質

試験については将来各保健所で行うことになるであ

ろうが、器械、器具その他の点について直ちに実現

不可能なので、現在は衛研に於てのみ実施してい

るs

卸技術者訓練

昭和28年より各保健所の化学試験技術者に対し、試

験法の統一と試験技術の向上を図る目的で年 1回以

上講習会を開催することになつている。

業務実績

昭和37年の業務実績を示すと次のとおりである。

a. 水質試験

1. 食品衛生法施行細則第10条によると営業に使用する

水は、水道水または食品衛生検査施設の水質検査の結

果飲用に適すると判定された水を使用しなければなら

ないことになっているため、厚生省編飲料水検査指針

に基づいて飲料水中のクロール、硝酸、亜硝酸、アソ

モニャ、鉄、硬度、有機物質等の含有量を検査し、厚

生省の飲料水判定標準にしたがつて飲用適否を判定す

ることとしている。

2. なお第14表には水質試験の他、食品試験、医薬品試

験、温泉分析、放射能試験など実施した試験件数を月

別に示し、またそれらの合計を示した。

第 14 表 化学的諸検査実績表 （昭和37年 1月～12月）

ゞ1月| 2 月 |3月 4月 5月 6月| 7月| 8月 9 月 I10月 111月 I12 月合計

真舞計贋霜叫真纂計貫喜叫喜負計！祖責計祖負計1喜舞計I真 霜 計1真負計！姦責計］真胄計一真負計

道水精 密10 1 ］ | 13 13 8 8| 6 6 | i 7 7 8 8 12 12 18 18 6 6 5 5 8 8 101 101 

水水定 期 3 8 8 2 21 I I 5 5 5 5 4 4 28 28 

井戸適 否 1 1 3 3 2 2 8 828 28 16 1 1 12 12 5 5 8 8 l l 4 4i 88 88 

質水判定し
ないらの 1 I t 1 1 I 3 3 

試特殊成分 10 10 10 1( 

犀嬰 6 6 2 2 4 4 6 6 18 18 

験河川水 5 5 6 6 2 2 1 1 5 5 1 1 2 2 4 4 26 26 .. 

計 14 14j24 2416 6!17 11j1s 1s:43 43j26 26¥31 31144 44j20 20j a al26 26 274 2;4 
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食11栄成分養分学析的

品1規格試験 5 5 7 7 2 2 2 2 2 2 4 4 22 22 

1製品検査 1 1 1 1 1 1 3 3 

試特分殊試成験 1 1 7 7 1 I 2 2| I I 2 4 9 13 

験 計 I1 1 2! s 7 121 7 713 312 2 1 l | 12 21 6 61 I 2 1 3 29 9 38 

I馨よ畠i I I I I 1 11 
I I 

19 191 
I I 

I I 19 20 

計
I l I I I l | | | | 19 191 

I I 
'I  19 20 

●9 、

I温泉一分析 I 

放射能検査| 5 51 」

I 

4 4| 5 5l 2 2l 10 10i 

一 ー

l| 2 2: | 2 2! l l| l l| 

7 71 9 ~ 

7

7

 

，
 

7
 ，
 

7
 

5
 

ー5
 

ー

b． 医薬品検査成績

昭和37年県内における医薬品一斉取締が行われたが、

これは薬事監視員によって収去された医薬品が当衛生研

究所において検査されたものである。医薬品名、品目な

らびに試験成績は第15表、第16表、第17表に示したとお

りであるが、不合格品はなく、全部「適」と判定され

た。

第 15 表 昭和37年一斉取締収去薬品試験成績

アセチルサリチル酸（第七改正日本薬局方第一部）

I 
純 度 試 験 乾燥減強分熱残| 含有量I

製造業者名 製造番号 9̀9 サリ 塩化硫酸員門砒素喜誓0量.5% o. 05彩 99.5彩| 判定
備 考

酸物塩． I I 以下以下以上

保〇薬工 kkI LI58SHA MOOR 適 適 適 適 適 適 適
o. 000110. 0001 99.87 

適 畠七房正日本
忽彩 疹 局に依る

KK三0堂商店 4488 
＂ ＂ ＂ ＂ ＂ ＂ ＂ ＂ ＂ 

100.24 
＂ ＂ 

〇居薬品 KK NG23 L. 92 
＂ ＂ ＂ ＂ ＂ ＂ ＂ 

0.0003 
＂ 

100.30 
＂ ＂ 

＂ 
MH.17.L.97 

＂ ＂ ＂ ＂ ＂ ＂ ＂ ＂ ＂ 
100. 16 

＂ ＂ 
＂ ＂ ＂ ＂ ＂ ＂ ＂ ＂ ＂ 

0.0001 
＂ 

99.94 
＂ ＂ 

岩〇製薬 KKI B-9438 
＂ ＂ ＂ ＂ ＂ ＂ ＂ ＂ ＂ 

100.00 
＂ ＂ 

,, B-13323 
＂ ＂ ＂ ＂ ＂ ＂ ＂ ＂ ＂ 

99.95 II I ＂ 

第 16 表 アセ チ ル サ リ チ ル 酸 錠

製造業者名 製造番号 含有量 判定 備 考
表示量の95~105%

〇川〇太郎合名会社 Z 183752 99. 17疹 適 第六改正日本薬局方に依る

＂ 
X J 93752 97.74 

＂ ＂ 
＂ 

Y B8392c 97.98 
＂ ＂ 

＂ ＂ 
97.21 

＂ ＂ 
＂ 

Z H83752 99.14 
＂ ＂ 

日本〇薬 K K WH20151 99. 70 
＂ ＂ 
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第 17 表 サリチル酸ナトリウム・臭化力•ルシウム・プドウ糖注射液

（第七改正日本薬局方第一部）

含有量（表示量の95~105疹）

判定I製造業 者名
製造番号 サリチル酸悶化カルシI 備 考

ナトリウムム ブドウ糖

山〇医師製薬KK 2El741 102.52% 98.48% 104.24% 適 第七改正日本薬局方に依る

中0製薬 K K 308F2 99.60 100.00 99.98 
＂ ＂ 

＂ 
314F2 99.31 99. 73 98-56 

＂ ＂ 
＂ 

323L 1 99. 38 99.95 97. 61 
＂ ＂ 

＂ 314F2 99. 31 100. 81 97, 13 
＂ ＂ 

大〇製薬工場 11L90 99.07 100. 73 99.98 
＂ ＂ 

c. 温泉分析 泉である。分析成績についてはいづれ全県分とともに詳

昭和37年に分析完了した温泉は第19表に示すとおり 7
細発表するつもりである。

第 18 表 昭和 37年湿泉分析完了成績

§ g| 温 泉 名 所 在 地 PH 泉温 泉 質
OC 

194 象潟彗 由利郡象潟町鷹敷 7.7 28.5 含臭素•ヨウ素•ホウ酸強食塩泉
第 丈の湯

195 雄勝郡秋の宮字湯の岱70 7.4 53 弱 食 塩 泉

196 
＂ ＂ 

83 7.6 71 弱 食 塩 泉

197 奥水沢温泉 仙北郡田沢湖町生保内字下高野 6.6 38 含石膏土類硫化水素泉

198 塩浜温泉 男鹿市戸賀平床25の2 6.3 28 含ヒ素•土類・弱食塩泉

199 平鹿郡大森町字湯の沢62 7.4 23 含 食 塩•石 膏 泉

200 新 山 湯 本荘市石脇三軒町126 7. 6 17. 1 単 純 泉

d. 放射能測定

核分裂、核融合の実験にともなう放射性物質の降下に

ついて昭和30年以降関心をもつて種々の測定を行って来

たことであるが、昭和36年12月以降は科学技術庁の委託

を受けて上水、井戸水、天水、河川水、下水、魚貝類、

土壊や野菜、平菓、大麦、小麦、玄米などの農作物、ま

た牛乳などについてその放射能を測定した。

その内訳は下記のとおりである。

上 水 11 試料

井戸水 6 ＂ 
天 水 6 

＂ 
河川水 3 

＂ 
下 水 ， 

＂ 
魚介類 11 

＂ 

計

壌

物

乳

合

作

土

農

牛

， 
36 

6 

97 

＂ 
＂ 
"
 ＂
 

以上の他にSr,。などの測定用試料、．また成人小児全

一日飲食全量の放射能を測定するための試料、人骨試料

などをそれぞれの中央研究所に送附したが、特に全一日

分の飲食物を集めるに当つて多大の御協力をいただいた

市内の病院や民家に対しては、本誌紙面を借りて深く感

謝の意を表する次第である。

なお放射能測定成績については斎藤技師が調査研究の

部に報告したので、それを参照せられたし。

以上斎藤技師

宍 戸 技 師

阿部技師記



VI 講

昭和37年 (l月～12月）に行った講習会開催月日なら

びに講習項目、講師は下記のとおりである。受講対象ほ

主として県下保健所の担当職員である。

2月23日

コレラ菌について

ヂフテリー菌について

好塩性細菌について

藤沢技師

茂木技師

庄司技師
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習 ム云

南外村における「ポ」菌について 藤沢技師

4月26、27日

コレラ菌について 藤沢技師

12月22日

梅毒擬集反応とガラス板法 庄司技師

¥I 学 会

昭和37年8月24日秋田県立児童会館ホールにおいて第

11回東北 6県地方公衆衛生学会が開催された。

午前9時堀江友男公衆衛生課長の開会のことばに次い

で学会長土田要吉厚生部長の挨拶があり、また来賓とし

て出席された秋田県知事小畑勇二郎氏、秋田市長川口大

助氏、また秋田県医師会長渡部均氏の祝辞があったc

なお特別講演として国立公衆衛生院の乎山雄博士が「

胃ガンの疫学における問題点」なる演題のもとに約 1時

間にわたる講演があった。一般演題数34、講演時間は 1

題につき 7分であったが、 1日1会場では消化しきれず

止むを得ず紙上発表となったものが数題に及ぶという盛

会ぶりであった。

次に演題を記録する。

演題目 録

特別講演「胃ガソの疫学における問題点」

国立公衆衛生院 平 山 雄博士

！． 岩手県における性、市町村別Lifelost-………••…岩手医大・公衛 植松 稔〇田中領三

2. 都市住民のCMI健康調査について………•••……弘前大・医・衛生 土方恒省

3, 地方新聞紙上から観た医業広告••………••••…•••青森・八戸保健所 天 野 正 也

4 宮城県臨海僻地の保健と医療の実態調査

特に国保診療と僻地診療所の問題点•…·……•宮城・石巻保健所〇鈴木 弘之 土屋 真

星 虔也

O5． 社会資源を最大に活用したケースについて••…•秋田・秋田保健所 金光たい子

6. 秋田県仙北郡南外村に発生したボッリヌス

E 型菌毒素による食中毒について•••••••…••••秋田・公衆衛生課 堀江友男 小松二郎

＂ 衛生研究所 藤沢宗一 坂本昭男

＂ 
大曲保健所 塩谷太郎 0加藤昂哉

7. 秋田県下に於けるポ菌中毒の疫学的考察••…••••秋田・衛生研究所

" 本荘保健所

08. 飯ずしの実態調査の結果について……••••••••…•秋田・公衆衛生課

9, 栄養方法別にみたその後の小児発育・・・・・・..…•…福島・保原保健所

010. 食生活改善推進地区一秋田県西目村の現状•…••秋田•本荘保健所

011. 集団赤痢を惹起した不良井戸より

赤痢菌を検出した事例·…....…•,.............…•秋田・横手保健所

佐々木良己

〇藤沢宗一 坂 本 昭 男

今 野 光 雄

伊藤芳男 庄 古 光 治

〇菊地亮也 佐藤偉容子

竹下賀代

〇長浦小一郎 佐藤きよ

佐藤チニ

太 田 ツ ル

伊藤恭吉
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12・ 高層建築内職湯における環境調査成績•…••••…••東北大・医・衛生． 高橋英次 加美山茂利

川 上 吉 昭 小林 悟

山 田 文 夫

13. リソゴ栽培の労働衛生学的研究ーリソゴ袋掛け

作業の生体負担の推移について………………弘前大•医・公衛〇臼谷三郎 石田良栄

・荻野幸男 岩淵香児

1 4. 某保健所管内における飲用水源の実態•••••••••宮城・岩出山保健所〇菅原 正敏 木村正勝

大湯亮二 早坂 強

15. 人の大便中に於ける人腸乳酸菌（ヤクルト菌）

の消長につI,ヽて…………………•••………•••••…•福島医大・衛生 高 瀬 信 夫

016. 湯沢保健所管内小中学児童生徒の

寄生虫状況（第一報） •••……………………•••秋田・湯沢保健所 滑 川 道 哉

O17. 乎鹿町吉田地区 3 カ年の始婦検診について••…•秋田•横手保健所 高橋コウ

Ol8． 管内 3 オ児検診の結果について•…………••••••••秋田・秋田保健所 松井クカ

19. 秋田県農村に於ける結核検診成績について••…••••国立秋田療養所 細谷玄太郎〇新井利男

20. 昭和37年初冬に流行した県内イソフルエソザ様

患者の赤血球凝集抑制反応について………•••岩手・衛生研究所 中野 弥〇谷藤勝雄

長 山 キ エ 工 藤 啓 子

石母田四郎

21. 緒方定量法の成績について••••••……………••••••岩手・衛生研究所 谷藤勝雄 工藤啓子

22. 食品中の砒素量について（第 1 報）…………••岩手・衛生研究所 中野 弥 佐藤 彰

飯岡邦夫〇高橋正直

23. ガスクロマトグラフィーによる脂肪の

脂肪酸組成に関する研究…………………••…•福島・衛生研究所 渡辺隆仁

024. 冷凍たらのホルムアルデヒト＼について………•••秋田・秋田保健所 0三浦 栄一 今野 等

25. 毒蛾発生とその集団皮朕炎について••••••……•••岩手・衛生研究所 』中野 弥 谷藤勝雄

〇石母田四郎

26. 昭和36年岩手県に流行せる日本脳炎について・・・岩手・公衆衛生課 〇菅原 恒有 中舘先発郎

027. 本県ポリオの状況…•••………………•••………•••秋田・公衆衛生課 堀江友男〇小西玲子

28・ 高校生の循環器検診成績について…………••…•東北大・医・衛生 土屋 真 竹内敏博

29・ 秋田県一農村の脳卒中死亡者の社会医学的検討…弘前大•医•衛生 佐々木直亮 武 田 壌 寿

福士 襄〇木村新三

30. 秋田県における脳卒中死亡率の疫学的分析••••••秋田・衛生研究所 児玉栄一郎

3 1. 秋田県男鹿半島における高血圧の

実態につし、て…………• •…........••……•• • ••…•墓田・儡塁魯鬱］
児 島 三 郎

32. 脳卒中死亡率と胃癌死亡率との関係について・東北大・医•衛生 小林 悟

33・ 前立腺癌の地理疫学…………………………••…•東北大・医・公衛 瀬木三雄 松山恒明

34. 近年における日本の出生率—~訂正出生率に

よる諸外国との比較••…•…•••............;•…••••東北大・医・公衛 栗原 登

〇印紙上発表。

なお38年度開催地は山形県と決定せられた。


